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がん医療は病院内のみで完結するものではなく、在宅医療の役割が大きいことは改めて言

うまでもない。とりわけ、今後のがん化学療法は外来が中心になっていくことに鑑み、在

宅医療の重要性が益々増大することは必至である。そこで、我々は、病院から外来へｚの

がん治療の移行を円滑にして在宅医療を促進するため、当センターで Web 配信している最

新癌情報 PDQ＊日本語版（http://www.ccijapan.com/）に地域の在宅医療情報をリンクして

掲載することを計画した。 

 

＊PDQ は、米国国立がん研究所（NCI）が配信する世界最大かつ最高品質のがん情報データ

ベースであり、そこには予防、検診、診断、治療、遺伝子情報、代替補完医療を含む最新

のがん情報が包括的に網羅されている。我々はそれを完全に翻訳し、無料で Web 配信して

いる。 

 

これまでに、PDQ 日本語版ホームページからデータベースにリンクし、住所や必要とする

サービス（訪問診療、中心静脈栄養、在宅酸素療法、疼痛管理など）によって自宅近くの

在宅医療機関を検索できるシステムの原案を作成した。とりわけ、都市型をモデルとした

検索システムを構築するため、医療機関の特性ごとに収集すべき情報を選択し、診療所向

け、看護・介護ステーション向け、調剤薬局向けアンケート書式を作成した。アンケート

では、定量的な評価を視野に入れ、提供・支援可能な医療技術を５段階（可能、支援があ

れば可能、自己施設への通院患者なら可能、病状・治療内容によって可能、不可能）で記

載できるようにした。2003 年 10 月には、本アンケート用紙を市内の在宅医療機関に配布

し、一部の施設から回答があった。しかし、差別化された情報の取り扱いと情報更新の方

法について当センター内での意見が集約せず、情報発信のあり方について現在も検討を重

ねている。加えて、地域の在宅医療機関との円滑な連携のあり方を確立することが大きな

課題であることが明らかになった。 

 

一方、欧米で第１選択薬として使われている薬剤にもわが国では未承認のものが多いこと

は周知の社会問題である。また、在宅治療を受けているがん患者にとって、自らが投薬を

受ける薬剤についての情報は限られ、かつ、世界的な標準治療薬を知る権利が阻害されて

いる可能性がある。このような状況に鑑み、我々は当初の方針を転換し、がんに関する薬

剤情報を PDQ 日本語版にリンクして掲載することとした。この情報配信システムの構築に

際しては、PDQ 及び Current Medical Diagnosis and Treatment に掲載されている全ての

がん治療薬をデータベース化し、それが第 1 選択薬か第 2 選択薬か、本邦で承認されてい

る か 否 か 、 加 え て 、 販 売 会 社 に 関 す る 情 報 を も 付 加 し て デ ー タ ベ ー ス 化 し た

（http://www.ccijapan.com/medicine_index.html）。また、本検索システムでは、薬剤名

から PDQ 内のがん情報へのリンクが貼られている。 

 



本システムの完成により、医療関係者とがん患者は自宅にいながらにしてがん治療薬に関

する包括的な情報を入手可能となった。在宅治療を受けるがん患者への情報提供の一助と

して、本検索システムは在宅医療を促進するインフラの一部になることが期待される。今

後は、支持薬に関する情報を本システムに付加するとともに、情報の更新を行っていくこ

とになる。 

 

なお、本研究は、財団法人 在宅医療助成 勇美記念財団の助成を受けて行われた。 

 



図．がん薬剤情報検索システム（http://www.ccijapan.com/medicine_index.html） 

 

 

 

 

 

 

 


